
第
五
回「
群
黎
賞
」決
定

第
五
回
「
群
黎
賞
」
受
賞
作

　
　

吉
川
七
菜
子
「
聞
こ
え
な
い
拍
手
」	

　
　

正
賞
＝
賞
状
お
よ
び
佐
佐
木
幸
綱
『
群
黎
』

　
　

副
賞
＝
選
者
三
名
寄
書
き
色
紙
お
よ
び
万
年
筆

選
者
賞
＝
各
選
者
よ
り
記
念
品

選
考
委
員
（
選
者
）

佐
佐
木
頼
綱
、
佐
佐
木
定
綱
、
経
塚
朋
子
（
前
年
度
心
の
花
賞
受
賞
者
）

選
考
過
程

①
応
募
総
数　

二
十
編
（
内
、
メ
ー
ル
十
三
編
、
郵
送
七
編
）

②
各
選
者
が
◎（
二
点
）五
作
、〇（
一
点
）五
作
を
選
び
、七
月
十
六
日

　

Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
会
議
に
て
合
議
。合
計
点
数
上
位
十
三
作
品
を
予
選
通
過

　

作
品
と
し
た
。

③
八
月
二
日
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
会
議
に
て
、
予
選
通
過
作
品
を
対
象
に
最
終
選

　

考
を
行
っ
た
。
佐
佐
木
頼
綱
は
文
面
に
て
参
加
。
予
選
で
最
高
得
点

　

で
あ
っ
た
吉
川
七
菜
子
「
聞
こ
え
な
い
拍
手
」
が
群
黎
賞
に
決
定
。

　

次
点
で
あ
っ
た
髙
鸞
石
、
齋
賀
万
智
、
思
田
高
ば
こ
こ
、
西
村
三
智
、

　

山
本
絲
人
作
品
に
つ
い
て
主
に
話
し
合
い
、
選
者
賞
三
編
も
決
定

　

し
た
。

予
選
通
過
作
十
三
作
品
（
五
十
音
順
）

　

ア
ダ
ム
ス
理
恵
「
薄
紙
を
剥
ぐ
」

　

紋
子
「
海ヘ
イ
ン
サ

印
寺
の
白
き
花
」

　

大
澤
澄
代
「
ハは

の
字
の
ス
リ
ッ
パ
」

　

髙
鸞
石
「
舞
曲
」

　

齋
賀
万
智
「
夕
暮
れ
の
バ
ス
」

　

思
田
高
ば
こ
こ
「
カ
ル
ス
ト
の
大
地
」

　

滝
澤
政
雄
「
ま
た
思
春
期
」

　

堤
朱
子
「
ピ
ア
ノ
発
表
会
―
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
「
悲
愴
」
第
二
楽
章
―
」

　

西
村
三
智
「
母
と
盗
賊
」

　

東
美
和
子
「
双
子
」

　

廣
間
菜
月
「
ピ
ピ
ち
ゃ
ん
」

　

山
本
絲
人
「
楽
園
の
ろ
う
学
校
」

　

吉
川
七
菜
子
「
聞
こ
え
な
い
拍
手
」
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